第３号議案：２０２４年度事業方針（案）
基本理念「この地球に住むすべての人々が人間として尊重され、自立し、良い環境の中で平和に暮らして行けることを願っています。」
　基本理念に基づき、今のアーシアンが担える役割と意義を確認しながら事業をすすめていきます。
Ⅰ．交流支援事業

  パキスタン、ラオスへの支援を進めます。
1） パキスタン
・女生徒たちが安心して通い、将来の選択肢を増やすことができるような場所となるよう、引き続き縫製科の運営費を支援します。
・代表がアル・カイールアカデミーを訪問し、自分の目で縫製科を見て交流を行います。
帰国後、報告会を開催します。
・現地との情報交換に努め、より理解を深めていきます。
２）ラオス

・JVCの「セコン県農村部住民による共有資源の管理・利用支援プロジェクト」を支援します。
・JVC「モノでの支援」に協力し、ラオスチームへの寄付とします。
・JVCとの情報交換に努めます。
３）その他

・交流支援事業に取り組んでいる他団体との情報共有に努めます。
Ⅱ．販売事業

１）アーシアンショップ柏
 開店30周年を迎えるにあたり多くの方に感謝を伝え、フェアトレードショップの意義を感じてもらえる1年とします。今後へ繋がる様々なチャレンジを行い、幅広い世代の顧客獲得を目指します。
１．３０周年イベント
・1年を通してイベント・ワークショップなどを開催し、30周年を記念したショップリーフを発行します。
２．交流支援活動・キャンペーン・募金
・千葉カタログ売り上げからのアル・カイールアカデミー縫製科支援金を継続します。
・アレッポ石鹸キャンペーンの他、目的に応じた店頭募金などを実施し世界情勢を伝えます。
・アーシアンの活動を知ってもらい、入会につながるようなキャンペーンを実施します。
３．生活クラブ虹の街関連
・千葉カタログへの掲載は、生産地情報を増やし売り上げ回復を目指します。
・デポー展示会は継続して取り組みます。
・柏ブロックと連携し、デポー松葉町リニューアルと「よってって松葉」の運営に協力します。

４．その他関連団体、地域とのつながり
・柏市・我孫子市の市民活動イベントに参加する他、啓発活動でも連携を目指します。
・恒例の地域イベントに加え、新たに流山市での出展を検討します。
・JFSAとの連携を継続しカルハナ製品の販売に協力します。
５．広報
・フェイスブック・インスタグラムなどSNSを若い世代にもアピールできるよう工夫します。
・地域情報誌「BE-COM」への記事掲載を継続し、商品情報とその背景を知らせます。
６．店舗運営
・スタッフの専門スキルを深め、業務分担の見直しを行います。 
・ミーティング内での研修を継続し、必要に応じて外部研修にも参加します。   
２）アーシアンちば

交流支援事業としてのフェアトレード品の販売を進めます。より多くの人にフェアトレードの意義を伝えます。

１．商品開発
・アル・カイールアカデミー縫製工房との協働は終了しましたが、新たな協働相手を探し、商品開発は続けていきます。
２．生活クラブ虹の街関連
・センター・デポー出展、デポーでの常設販売・注文販売、千葉カタログでの販売を引き続き行います。千葉カタログは、厳選した商品を掲載し、フェアトレードを取り扱う事の意義などを積極的に伝えます。
・カタログ紙面だけでは伝えきれない情報やアーシアンの活動、目指しているものを対面販売、商品につけるリーフレット等で積極的にアピールします。
３．BOX・地域
・BOXや地域でのイベントに参加し、より多くの方にフェアトレードやアーシアンの活動を伝えます。
４．外部学習会
・外部の展示会や学習会に参加し、知識を深め、学んだことを多くの方に伝えます。
・販売事業から発信する学習会を企画します。
５．キャンペーン
・「給食支援キャンペーン」と「アレッポの石鹸キャンペーン」は引き続き行います。
Ⅲ．啓発・広報事業

常に自らが学ぶことにより、多くの人に活動の意義を伝えられるよう事業を進めていきます。
1） 啓発
・学んだことを多くの方に伝え、活動への理解を深めてもらうよう努めます。
・「虹の街」との共催の学習会を引き続き行います。生活クラブが掲げる「非戦・共生の考えを貫き、平和で公正な社会をめざす」イベントを企画します。
・JVCラオスチームの帰国報告会を行い、より多くの人にラオスの現状について知ってもらう機会を作ります。
・アーシアン独自での講演会・学習会を継続的に開催します。アーシアン会員、生活クラブ組合員に限定せず、公民館など公共の場を活用し、より多くの方に参加してもらい、参加者同士の交流も図ります。
・積極的に外部イベントに参加し、多くの方に活動を知ってもらい、また情報交換を行います。
２）広報

より多くの人にアーシアンの活動を知ってもらうために広報事業の充実が求められています。
会員以外の、講演会やイベントの参加者にもレターなどを積極的に配布することが大事であると同時に会員拡大にもつながると考えます。
・レターは例年通り年3回発行の予定です。
・ホームページは新しい情報更新の頻度を増やすよう心掛けていきます。
・コルザは年1回掲載の予定です
・フェイスブック・インスタグラムは情報を広く伝えられるツールとして引き続き活用していきます。
Ⅳ．関連団体との協力
関連団体との協力により、事業を円滑に進めます。
・生活クラブ千葉グループと連携し情報交換に努めます。
・JFSA、JVCと協力して事業を進めていきます。
Ⅴ. 組織運営
アーシアンが安定的に運営され、理念の実現を目指せる組織づくりを行います。
1） 理事会の開催と運営委員会、事業ミーティング
・理事会は外部からの視点を含め多角的・長期的に活動状況を検証しNPOとしての理念を元に
課題への対処や事業の方向性を話し合います。
・運営委員会は事業担当者の集まりとし、短期的な活動報告や課題解決を目指します。
・各事業は中期計画に添いながら、活動計画をたて検証を行います。
・各事業では必要に応じてスタッフによるミーティングを持ちます。
２）会員拡大と仲間作り
・各事業の活動の中でアーシアンの理念を伝え、会員拡大に取り組みます。
・団体会員の増加をめざします。
・リーフレットやSNS、募金箱を活用し、活動への参加のきっかけを作ります。
・活動を支えるスタッフを増やします。

3） その他

・活動の質を高めるために外部研修に参加します。
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